
同
志
社
人
物
誌

回
心
し
た
放
蕩
息
子

大
久
保
真
次
郎

羽
が
は
え
た
子

「
こ
の
子
の
か
ら
だ
に
ゃ
羽
の
生
え
と
る
け

ん
し
祖
母
が
言
う
通
り
、
大
久
保
真
次
郎
の
生
涯

は
流
浪
の
一
路
で
あ
っ
た
。
太
平
洋
の
か
な
た

に
墳
墓
の
地
を
見
い
だ
す
ま
で
飛
び
に
飛
ん
だ

ぶ

し
ろ

く(
久
布
白
落
実
『
父
と
良
人
』
一
ご
頁
、
東
京

市
民
教
会
一
九
三
六
年
)
。

生
誕
地
の
肥
後
か
ら
終
馬
の
地
、
西
海
岸
に

い
た
る
ま
で
の
五
十
九
年
の
歩
み
は
、
波
潤
万

本
井
康
博

(
同
志
社
社
史
資
料
室
)

学
ぶ
が
、
ま
も
な
く
肉
体
の
医
学
に
失
望
学

業
を
棄
て
て
東
本
願
寺
の
さ
る
学
僧
[
小
栗
憲

区
の
居
候
に
な
る
。
だ
が
、
こ
れ
も
法
城
の

腐
敗
を
知
る
と
、
箒
で
仏
像
の
頭
を
は
り
倒
し

て
飛
び
出
し
、
同
志
社
に
入
学
し
た
。

天
成
の
煽
動
家
だ
っ
た
ら
し
く
、
こ
こ
で
も

下
級
生
の
猪
一
郎
[
蘇
峰
]
等
を
煽
っ
て
学
校

騒
動
を
起
さ
せ
、
つ
い
に
猪
一
郎
等
の
半
途
退

学
に
ま
で
導
い
た
、
蔭
の
そ
の
黒
幕
は
大
久
保

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
彼
自
身
も
新
島
に
、

む
し
ろ

『
足
下
ノ
奴
隷
タ
ラ
ン
ヨ
リ
寧
娼
妓
ヲ
抱
イ
テ

眠
ラ
ン
』
な
ど
と
い
う
文
章
を
叩
き
つ
け
て
、

ま
た
飛
び
出
し
て
し
ま
う
。

丈
で
無
鉄
砲
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
尻
の
据
ら

ぬ
と
い
ふ
事
が
、
彼
の
特
色
の
一
つ
と
義
弟

の
徳
富
蕪
峰
は
漏
ら
す
(
蘇
峰
自
仏
九
九
頁
、

中
央
公
論
社
、
一
九
一
一
五
年
)
。

薦
花
伝
を
著
し
た
中
野
好
夫
は
、
こ
の
大
久

保
を
「
型
破
り
の
痛
快
男
子
」
と
形
容
し
、
徳

富
蘇
峰
・
薦
花
の
周
辺
で
「
も
っ
と
も
食
慾
を

そ
そ
ら
れ
る
人
物
」
と
断
じ
る
(
『
蘆
花
徳
冨
健

次
郎
』
一
、
一
六
五
頁
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七

亙
)
。
中
野
は
記
す
(
以
下
[
]
は
本
井
)
。

「
た
い
へ
ん
な
俊
才
で
、
早
く
熊
本
医
学
校
に

学
び
、
北
里
柴
三
郎
、
緒
方
正
規
な
ど
と
共
に

選
ぱ
れ
て
、
東
大
医
学
部
の
前
身
医
科
大
学
に
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そ
の
あ
と
大
阪
で
海
運
業
を
や
っ
た
り
、
尾

道
で
旅
館
業
を
や
っ
た
り
す
る
が
、
す
べ
て
失

敗
。
そ
の
前
に
妙
な
縁
で
鴛
脚
兄
弟
の
姉
]

音
羽
子
と
結
婚
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
ん
な

わ
け
で
、
三
十
三
歳
の
老
書
生
に
な
っ
て
か
ら
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改
め
て
新
島
に
詫
び
を
入
れ
、
ふ
た
た
び
同
志

"
語
神
学
部
[
別
科
]
に
入
学
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
[
薦
花
の
]
『
黒
い
眼
[
と
茶
色
の
目
]

に
ょ
る
と
、
『
赤
鬼
』
と
い
う
綽
名
だ
っ
た
と
い

う
(
同
前
、
一
六
五
S
 
一
六
六
頁
)
。

、
、

、

、

要
す
る
に
が
き
大
将
で
あ
る
。

同
志
社
の
「
赤
鬼
L
 
は
以
後
も
異

名
に
は
不
足
し
な
か
っ
た
。
い
わ

く
「
貞
九
郎
」
、
「
暴
れ
者
」
、
「
策

士
」
、
「
陰
謀
家
L
、
「
横
着
者
L
、
「
野

心
家
」
、
「
組
合
教
会
の
田
中
正

造
」
、
上
州
鎮
台
」
、
意
地
悪
先

生
」
、
大
久
保
彦
左
衛
門
」
、
「
栗
」

1
(
父
と
良
人
』
二
七
頁
)
。

い
ず
れ
も
大
久
保
の
面
を
よ
く

突
い
て
い
る

「
自
責
の
杖
事
件
L
 
の
黒
幕

と
こ
ろ
で
、
中
野
の
口
う
「
学

校
騒
動
と
は
、
周
知
の
新
島
襄

「
自
責
の
杖
事
件
」
の
原
因
と
な
っ

た
学
生
ス
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
蘆

花
た
ち
年
生
上
級
組
が
、
「
二
年

生
下
級
組
と
合
併
」
と
い
う
当
局

の
方
針
に
反
対
し
て
ス
ト
に
入
っ

た
さ
い
、
陰
で
指
揮
を
と
っ
た
の
は
五
年
生
の

一
綴
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
背
後
に
は
さ
ら
に

黒
幕
が
い
た
。
す
で
に
退
学
し
て
い
た
大
久
保

で
あ
っ
た
。
校
外
か
ら
盛
ん
に
け
し
か
け
た
点

を
捉
え
て
こ
の
紛
争
を
「
大
久
保
事
件
」
と
見

る
人
さ
え
い
る
。

実
際
、
初
期
の
黒
社
で
新
島
校
長
や
教
師

(
盲
教
師
)
を
も
凌
ぐ
羽
振
り
を
き
か
せ
て
い
た

の
は
、
熊
本
洋
学
校
出
身
の
「
熊
本
バ
ン
ド
L

の
俊
才
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
小
崎
弘
道
や
海

老
名
弾
正
、
浮
田
和
民
ら
は
熊
本
時
代
の
恩
師
、

L
 
.
 
L
 
・
ジ
エ
ー
ン
ズ
を
古
向
く
一
貝
、
つ
一
方
で
、

同
志
社
の
ス
タ
ッ
フ
を
軽
視
し
た
。

同
志
社
を
わ
が
物
顔
に
引
き
回
す
こ
れ
ら

熊
本
バ
ン
ド
の
先
輩
た
ち
に
反
旗
を
棚
そ
う

と
し
た
学
生
グ
ル
ー
プ
が
い
た
。
熊
本
医
学
校

出
身
の
大
久
保
や
熊
本
洋
学
校
で
下
級
生
で

あ
っ
系
雌
家
永
豊
吉
(
当
時
は
辻
姓
)
た

ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
学
内
で
は
「
同
心
交
社
」

と
い
う
学
生
サ
ー
ク
ル
の
幹
部
で
も
あ
っ
た
。

彼
ら
は
さ
し
ず
め
大
久
保
党
L
 
と
で
も
い
う

べ
き
存
在
で
、
首
領
の
大
久
保
は
数
歳
年
下
の

殊
峰
と
家
永
と
を
手
足
の
よ
う
に
使
っ
て
、
親

分
風
を
吹
か
せ
た
。
同
志
社
の
教
師
た
ち
に
は

「
赤
鬼
」
は
ま
さ
に
目
の
上
の
タ
ン
コ
ブ
で
あ
っ

/ra゛

1878年初めの同志社学生「熊本ハンド」に交じって家永(辻)豊吉(NO D、大久保

真次郎(N026)、イ恵富猪一郎(N03のの顔が見える。なかでも r赤鬼上大久保の面構

えは精悍そのものである(同志社社史資料室所蔵)。
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ナ

智
徳
論
争
と
同
心
交
社

同
志
社
の
開
校
当
初
、
学
内
で
は
「
智
が
勝

る
か
、
祭
勝
る
か
し
と
い
う
「
知
倭
洲
争
」

が
こ
の
「
同
心
交
社
」
を
錘
台
長
え
上
が
っ

た
。
今
風
に
い
ぇ
ば
、
信
徒
間
の
、
あ
る
い
は

教
会
内
部
で
の
「
社
会
派
」
対
「
福
音
派
」
の

論
争
と
で
も
い
ぇ
よ
う
か
。
と
も
か
く
、
一
時

は
学
内
を
二
分
す
る
ほ
ど
の
勢
い
と
な
っ
た
。

そ
の
さ
い
「
大
久
保
党
」
は
「
智
論
派
L
 
を
代

表
し
、
「
熊
本
バ
ン
ド
」
が
主
流
を
占
め
た
「
徳

諭
派
L
 
と
対
崎
し
た
。

実
は
例
の
「
学
校
騒
動
」
は
こ
の
論
争
が
底

流
に
潜
ん
で
い
る
。
同
志
社
を
見
限
っ
て
「
自

責
の
杖
事
件
」
の
前
年
に
す
で
に
中
退
し
て
い

た
大
久
保
や
家
永
た
ち
、
そ
れ
に
「
自
責
の
杖

事
件
」
後
に
同
志
社
を
去
っ
た
蘇
峰
た
ち
は
い

ず
れ
も
「
智
論
派
」
の
面
々
で
あ
っ
た
。
要
す

る
に
彼
ら
は
論
争
に
愛
想
を
尽
か
し
同
志
社
を

見
限
り
、
飛
び
出
し
た
。
そ
の
筆
頭
が
大
久
保

な
の
で
あ
る

入
学
早
々
に
い
っ
た
ん
は
新
島
か
ら
洗
礼
を

受
け
、
京
都
第
公
会
(
同
志
社
教
会
)
で
役

員
ま
で
務
め
た
大
久
保
で
は
あ
る
が
、
キ
リ
ス

ト
教
に
冷
め
る
の
も
早
か
っ
た
。
失
望
の
あ
ま

り
新
島
を
「
堪
忍
強
き
愚
直
一
片
の
耶
蘇
坊
主
L

と
切
り
捨
て
た
。
新
島
宅
で
の
祈
傭
会
で
「
暴

論
L
 
を
吐
い
た
大
久
保
を
新
島
は
別
室
に
呼
ん

で
、
懇
々
と
説
諭
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
退
学
決
行
と
い
う
そ
の
日
、
新
島

は
大
久
保
を
三
条
の
旅
館
に
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね

最
後
の
説
得
を
試
み
た
。
赤
鬼
も
や
っ
き
と
な

つ
て
抗
弁
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
溝
は
埋
ま
ら

な
か
っ
た
。
つ
い
に
大
久
保
は
「
私
は
あ
な
た

の
た
め
に
祈
る
こ
と
を
や
め
ま
せ
ん
。
信
仰
を

失
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」
と
の
師
の
園
葉
を

聞
き
流
す
か
の
よ
う
に
東
京
へ
向
か
い
、
実
業

界
へ
転
じ
た
(
『
新
島
襄
全
集
』
九
上
、
九
三

頁
以
下
)
。
あ
る
い
は
家
永
の
中
退
も
同
時
で
あ

つ
た
の
か
。

お
ち
み

の
落
実
(
後
の
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
会
頭
)

も
利
口
で
あ
っ
た
。
大
声
で
「
落
実
!
し
と
呼

ぱ
れ
る
と
、
「
ハ
ー
イ
」
と
答
え
て
反
対
方
向
に

走
っ
て
行
く
の
が
常
で
あ
っ
た
(
久
布
白
落
実

『
廃
娼
ひ
と
す
じ
』
一
三
貢
、
中
公
文
庫
九

八
一
年
)
。

こ
の
大
久
保
に
劇
的
な
改
俊
の
時
が
き
た
。

ハ
ハ
七
年
正
月
、
尾
道
で
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
自
堕
落
な
生
活
か
ら
き
っ
ぱ
り
と

足
を
洗
い
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
立
ち
返
っ
た
。

愛
用
の
盃
を
捨
て
て
、
一
度
は
破
棄
し
た
聖
書

を
妻
の
音
羽
か
ら
借
り
受
け
、
再
読
し
始
め
た
。

音
羽
は
大
久
保
の
放
浪
中
、
従
兄
弟
の
牧
師
、

横
井
時
雄
(
の
ち
に
同
志
社
総
長
)
の
指
導
で

信
徒
と
な
っ
て
い
た
。
夫
の
更
生
を
祈
る
彼
女

の
祈
り
は
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。
信
仰
を
回
復

し
た
ぱ
か
り
か
、
今
度
は
牧
師
を
目
指
す
、
と

唐
突
に
言
い
出
す
と
こ
ろ
が
い
か
に
も
大
久
保

ら
し
い
戻
る
所
は
新
島
し
か
な
か
っ
た
。
彼
は
た
だ

ち
に
新
島
に
罪
を
告
白
し
て
許
さ
れ
、
聖
書
の

「
放
悪
子
」
さ
な
が
ら
に
同
志
社
に
戻
っ
た
。

時
に
三
十
二
歳
。
さ
し
ず
め
「
社
会
人
入
学
」

で
あ
る
。

ち
な
み
に
家
永
も
中
退
後
に
渡
米
し
、
か
の

放
浪
、
煩
悶
、
そ
し
て
改
俊

か
く
し
て
恩
師
に
唾
し
て
同
志
社
を
去
っ
た

大
久
保
は
以
後
荒
れ
た
流
浪
と
煩
悶
の
生
活

を
八
年
も
送
っ
た
。
一
度
な
ど
は
八
方
ふ
さ
が

り
の
中
で
思
い
詰
め
た
す
え
に
妻
子
を
殺
害
し

た
う
え
ド
イ
ツ
へ
逃
亡
す
る
こ
と
さ
え
け
画
す

る
ま
で
に
い
た
っ
た
。

し
た
が
っ
て
時
に
帰
宅
す
る
父
を
迎
え
る
娘

36



地
で
伝
仰
を
復
活
さ
せ
て
い
た
の
は
奇
遇
で
あ

る
そ
し
て
新
島
を
再
評
価
し
、
新
島
伝
を
英

文
で
作
成
す
る
け
画
を
た
て
た
一
方
、
中
退

後
の
鮴
峰
が
貫
し
て
新
島
の
支
持
者
で
あ
っ

た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
か
つ

て
新
島
に
背
い
た
旧
大
久
保
党
」
の
幹
部
は

中
退
後
そ
ろ
っ
て
「
新
島
党
」
に
転
じ
た
わ

け
で
あ
る
。

新
島
夫
妻
と
大
久
保
一
家

新
島
は
大
久
保
の
再
入
学
か
ら
自
身
が
大
磯

で
死
去
す
る
ま
で
の
三
年
問
、
物
心
両
面
で
大

久
保
一
家
を
支
え
た
。
一
方
、
新
島
に
対
す
る

父
親
の
気
持
ち
は
子
供
に
も
通
じ
た
も
の
と
見

え
、
「
お
母
さ
ん
、
家
が
火
事
に
な
っ
た
ら
番

に
聖
書
と
新
島
先
生
の
お
写
真
を
持
っ
て
出
ま

す
ね
」
が
落
実
の
口
癖
と
な
っ
た
(
『
父
と
良
人
』

五
四
頁
)
。

ち
な
み
に
、
大
久
保
一
家
が
入
洛
し
、
挨
拶

の
た
め
に
新
島
の
私
邸
を
初
め
て
訪
問
し
た
と

き
の
こ
と
で
あ
る
。
新
島
八
重
が
団
扇
の
形
を

し
た
干
菓
子
を
落
実
に
渡
し
て
、
「
こ
れ
団
扇
で

し
ょ
。
お
腹
で
風
が
起
こ
り
ま
す
よ
と
 
U
つ

た
ら
、
新
島
が
す
ぐ
さ
ま
側
か
ら
「
子
供
に
で

も
ウ
ソ
を
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
生
真
面

目
に
夫
人
を
た
し
な
め
た
。
夫
妻
の
性
格
の
差

が
よ
く
出
て
い
る

(
『
廃
娼
ひ
と
す

じ
』
三
頁
)
。

ま
た
、
新
島
は

大
久
保
か
ら
「
落

ち
目
の
時
に
生
ま

れ
た
か
ら
落
実
と

つ
け
た
と
聞
か

さ
れ
た
さ
い
、
「
子

供
に
そ
ん
な
こ
と

を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
と
真
顔
で

注
意
し
た
(
同
前
、
六
頁
)
。

と
こ
ろ
で
八
年
間
、
挫
折
と
失
意
の
生
活
を

送
っ
た
大
久
保
の
目
に
は
、
新
島
の
姿
は
か
つ

て
の
「
堪
忍
強
き
愚
直
一
片
の
耶
蘇
坊
主
」
で

は
な
く
、
正
真
正
銘
の
「
新
島
大
先
生
」
で
あ

つ
た
。
あ
ま
り
の
不
思
議
さ
に
大
久
保
が
質
す

と
、
新
島
は
「
そ
れ
は
あ
な
た
の
目
の
変
化
で

す
と
答
え
た
。
そ
し
て
「
今
日
の
日
本
で
英

雄
、
豪
傑
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
は
、
悉
く
肉
食

動
物
で
す
。
い
や
、
多
数
は
腐
水
の
姐
で
す
。

彼
ら
の
事
業
は
饗
の
河
原
の
子
供
の
石
積
み
と

変
わ
ら
ず
、
お
ま
け
に
官
爵
や
位
階
を
喜
ぶ
点

で
は
猿
と
同
じ
で
す
」
と
続
け
、
「
真
の
事
業
は
、

キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
者

で
な
け
れ
ば
成
就
し
ま
せ
ん
」
と
大
久
保
に
忠

口
し
た
(
父
と
良
人
二
六
三
頁
)
。

独
立
伝
道
に
献
身

同
志
社
で
の
学
業
を
終
え
た
大
久
保
に
新
島

は
秩
父
伝
道
を
勧
め
た
。
お
り
し
も
組
合
教
会

と
致
教
会
と
の
問
で
教
会
合
同
運
動
が
進
め

ら
れ
た
。
新
島
は
「
自
由
・
自
治
(
独
立
)
」
を

標
楞
し
て
合
同
反
対
に
回
っ
た
。
大
久
保
は
新

島
の
サ
イ
ド
に
立
っ
た
。
棄
教
し
て
い
謀
峰

も
新
島
を
支
持
し
た
(
家
永
は
留
学
中
)
。
組
合

同
志
社
人
物
誌

大久保真次郎と妻(音羽)、娘(落実)

1902年8月撮影(同志社社史資料室所蔵)
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教
会
で
は
推
進
派
は
主
と
し
て
「
熊
本
バ
ン
ド
L

で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
も
大
久
保
や
蘇
峰
(
旧

大
久
保
党
!
)
は
か
つ
て
の
「
智
徳
論
争
」
と

同
じ
構
図
を
再
現
し
て
み
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

大
久
保
は
後
年
、
「
予
は
当
時
先
生
を
助
け
し

一
人
な
り
。
機
密
に
参
せ
し
一
人
な
り
」
と
回

想
す
る
(
『
父
と
良
人
』
二
六
五
頁
)
。
そ
れ
だ

け
に
相
手
陣
営
か
ら
は
「
策
士
L
 
と
の
誹
誇
を

蒙
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

大
久
保
の
秩
父
伝
道
が
成
果
を
出
す
前
に
新

島
は
大
磯
で
他
界
し
た
。
大
久
保
の
失
望
は
尋

常
で
は
な
か
っ
た
「
益
す
仏
仰
を
固
く
し
主
の

為
二
働
か
れ
ん
こ
と
を
祈
る
結
果
の
出
来
る

な
力

迄
現
今
の
地
を
去
る
勿
れ
が
、
新
島
が
大
久

保
に
残
し
た
遺
口
で
あ
っ
た
(
新
島
襄
全
集
』

四
四
0
七
頁
)
。
蘇
峰
が
見
抜
い
た
「
尻
の
据

ら
ぬ
し
と
い
う
傾
向
を
新
島
も
ま
た
内
心
、
危

愼
し
た
の
か
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
大
久
保
は

そ
の
後
各
地
を
転
戦
し
た
。
ま
ず
上
州
の
藤

み
ピ
の

岡
(
緑
野
教
会
)
に
転
じ
、
つ
い
で
高
崎
教
会

に
進
ん
だ
あ
と
、
一
九
0
二
年
に
は
ホ
ノ
ル
ル

に
飛
び
、
最
後
は
西
海
岸
に
た
ど
り
着
い
た
。

こ
こ
で
も
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
教
会
で
七
年
間
、
労

苦
し
た
あ
と
、
北
加
基
督
教
伝
道
団
を
組
織
し

て
巡
回
牧
師
と
な
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を

拠
点
に
西
海
岸
の
日
系
移
民
の
問
を
飛
び
回
っ

た
。
彼
は
行
く
先
々
で
新
島
の
「
自
由
・
自
治
(
独

立
)
L
路
線
を
が
む
し
ゃ
ら
に
突
き
進
ん
だ
。
あ

ら
ゆ
る
困
難
を
突
き
抜
け
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
自

給
・
独
立
教
会
を
実
現
さ
せ
た
。
彼
は
ど
こ
に

あ
っ
て
も
「
独
立
伝
道
」
、
す
な
わ
ち
「
な
け
な

し
の
月
給
を
ま
ず
寄
付
す
る
」
流
儀
で
一
貫
し

た
(
『
父
と
良
人
』
三
二
三
頁
)
。
そ
れ
は
再
生

時
に
新
島
か
ら
直
接
に
伝
え
ら
れ
た
「
人
心
之

改
革
な
く
し
て
物
質
上
之
改
革
な
ん
す
る
者

ぞ
」
(
『
新
島
襄
全
集
』
三
、
四
六
三
頁
)
と
の

師
の
気
概
に
対
す
る
彼
な
り
の
応
答
全
貝
任
)

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
久
保
の
生
涯
は
、
か
ら
だ
に
羽
が
は
え
て

い
る
か
の
ご
と
く
飛
び
に
飛
ん
で
、
つ
い
に
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
に
永
眠
の
安
息
地
を
確
保
し
た
。

ち
な
み
に
「
父
は
飛
行
機
母
は
立
ち
臼
L
 
と

落
実
は
口
う
。
た
だ
し
、
臼
の
よ
う
に
ど
っ
し

り
と
落
ち
着
く
以
前
の
母
親
は
「
熊
本
で
の
最

初
の
職
業
婦
人
」
で
あ
り
、
少
女
時
代
に
養
蚕

技
術
取
得
の
た
め
に
肥
後
か
ら
信
州
、
上
州
へ

と
派
遣
さ
れ
た
(
『
父
と
良
人
』
三
七
亘
三

頁
)
。

落
実
は
そ
う
し
た
両
親
と
く
に
父
の
生
き

方
を
受
け
継
ぐ
か
の
よ
う
に
日
本
と
世
界
の
各

地
を
飛
び
回
っ
た
。
か
っ
て
「
足
下
ノ
奴
隷
タ

ラ
ン
ヨ
リ
寧
娼
妓
ヲ
抱
イ
テ
眠
ラ
ン
」
と
の
捨

て
ぜ
り
ふ
を
吐
い
て
、
新
島
の
も
と
を
去
っ
た

父
親
。
一
方
、
そ
の
娼
妓
の
解
放
の
た
め
に
日

本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
の
会
頭
と
し
て
廃
娼
運

動
に
献
身
し
た
娘
。
不
最
と
い
ぇ
ば
不
最

な
取
り
合
わ
せ
で
あ
る

あ
る
縁
者
は
彼
女
を
ミ
ス
タ
ー
落
実
と
称

す
る
男
ま
さ
り
の
女
性
と
評
す
(
同
前
、
四

七
六
頁
)
。
母
親
の
音
羽
が
「
ミ
ス
タ
ー
落
実
」

の
社
会
的
活
動
を
家
庭
で
支
え
る
「
主
婦
」
役

に
徹
し
た
の
で
あ
る
。
落
実
は
最
後
ま
で
家
庭

に
お
さ
ま
る
女
性
で
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も

牧
師
で
あ
っ
た
父
と
夫
(
久
布
白
直
勝
)
と
の

後
を
追
う
か
の
よ
う
に
八
十
三
歳
の
お
り
に
牧

師
試
験
を
受
け
て
伝
道
の
前
線
に
立
っ
た
。

彼
女
は
廃
娼
運
動
の
か
た
わ
ら
、
多
く
の
著

作
を
残
し
た
。
そ
の
点
は
、
日
本
救
世
軍
の
山

室
軍
平
を
想
起
さ
せ
る
。
彼
女
の
最
初
の
著
書

が
『
父
』
(
一
九
二
0
年
)
な
の
で
あ
る
。
同
書

は
の
ち
に
『
父
と
良
人
と
拡
充
さ
れ
、
父
親

父
を
語
り
継
ぐ
落
実
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大久保真次郎略歴

1855年4月26日、熊本県(鹿本郡米之村字郷原)にて誕生

1874年熊本医学校を卒業し、東京医学校(東京大学医学音のに入学
1877年医学校を中退し、東本願寺で仏教研究

1877年年末(もしくは翌年初め)に同志社英学校に入学

1878年4月、京都第二公会(同志社教会)で新島襄から受洗

1879年同志社に失望して中退し、以後、数年にわたって東京、大阪、熊本などで海運
業、製糸業、民権運動などに従事するもことごとく挫折

1880年1月、京都第二公会を脱会(信徒を返上)

1882年音羽(蘇峰・蘆花の姉)と結婚(一男二女を設ける)
1882年長女(落実)誕生

1887年1月、尾道で回心し、一転して伝道師を目指す

18釘年9月、同志社(邦語神学科)に再入学

1889年7月、大宮(埼玉県秩父市)で開拓伝道に着手

1890年1月、新島襄から遺言を受ける

1893年緑野教会(群馬県藤岡市)に赴任

1895年高崎教会に赴任し、日本基督教婦人矯風会をも支援

1897年10月、按手礼を受けて、正規の牧師となる

1902年ハワイアン・ボードの招きでホノルルに渡り、ヌアヌ日本人教会に赴任
1904年西海岸のオークランド日本人組合教会に赴任

19U年北加基督教伝道団を組織し、巡回牧師となる

1913年娘一家(久布白家)と一時帰国

1914年5月10日、オークランドで死去

た
0
ゆ
か
り
の
同
志
社
大
学
に
自
署
と
聖
句
1

忍
耐
生
練
達
」
 
1
と
を
添
え
て
寄
贈
さ
れ

か
く
し
て
著
作
の
な
い
大
久
保
の
事
績
は
娘

に
ょ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
ほ
か
に
は
拙
稿
「
新
島
襄
と
大
久
保
真
次

郎
L
(
『
新
島
研
究
』
七
八
、
九
九
一
年
)
が

あ
る
ば
か
り
で
あ
る
新
島
が
愛
好
し
た
「
側

業
批
な
る
書
生
」
の
典
型
と
し
て
今
少
し
注

目
さ
れ
る
価
値
は
十
分
に
あ
る

同
志
社
人
物
誌
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